
山行報告書         山行管理部 

公開山行  生駒縦走後半 星田園地・室池園地 10 月 25 日(日） 

             CL岩見、SL 福永、田中、伊藤  参加１６名 
京阪京橋７：５７⇒私市８：２８    私市出 9:02…ピトンの小屋 9:46… 

飯盛霊園 11:07…日本庭園 11:19（食事）12:02出…室池園地 13:20… 

四条畷神社 14:25 解散 

私市駅前で３０人は超えていた他の団体が、行先を聞くと国見山ということでほっ

として出発する、参加者が１６人ということで８人づつに分け、本当は時間を空け

て出発の所、前が見える状態で出発する、お昼の食事を一緒に食べる段取り、出発

前に「百丈岩広場にトイレ改修」カンパを訴えお昼に集めるつもりで、参加の皆さ

ん「カンパ」にご協力有難うございました。 

秋晴れの絶好の天気、下見の時より早くついてしまった、食事の後休憩が少なかっ

たのが反省点です。コース上トイレも多くあり寒い時期にもいいコースに感じた。 

    （田中 記） 

 

ウイークデイ  大和葛城山 10 月 27 日（火）  

CL楠本・SL願野 参加 17名 

近鉄御所駅 8:40→バス→ロープウエイ前 9:10出発～9:45 北尾根展望台～10:50 

ダイトレルート合流～11:40 葛城山山頂（昼食）12:10～13:30 くじらの滝～ 

13:45 ロープウエイ前 13:56→バス→近鉄御所駅 14:20 解散 

秋晴の絶好の天気に恵まれました。北尾根コースは急登ですが、花を見つけては立

ち停まる、ゆっくりしたペースで登りました。ダイトレのルートは階段が多く、落

ち葉を踏みながらの登り。山頂はススキの穂が風に揺れ、高見山や大阪湾を見つけ、

大パノラマを楽しみました。降りの櫛羅滝コースは荒れていて、気の許せない状態

でした。滝に着いてホッと一休み。下見の時とほぼ同じコースタイムで、皆さんの

健脚ぶりに感心しました。                (楠本 記) 

 

教育部 岩登りとテント泊 講習(鎌倉峡＆不動岩) 10月 31 日～11月 1日 

報告者  高桑   参加 8名 

コースタイム  10/31 JR尼崎駅前 11：00－不動岩 13：00－ 鎌倉峡 15：30 

11/1  テント撤収後移動 07：00－不動岩 16:00 ― JR 尼崎駅 17:20 解散 

2日間、秋晴れの好天に恵まれ、土曜の午後は貸し切り状態の中で元会員のＹ子さ

んに会う。今も上を目指して頑張っている姿に嬉しく思う。 



夕方には鎌倉峡へ移動、

例年ならひとつ屋根(テン

ト)の下で同じ釜のめし

(鍋料理)を食べながらの

談笑が、コロナ禍対応で各

自のテント設営(写真上)、

夕食も河原でソーシャル

ディスタンスを保ち、各自

の個食を摂りながら談笑

する。テント泊の楽しみが

薄れた感じがするが、Ｍ氏

がはやりの焚火アイテム

で盛り上げてくれる。 

 

日曜は朝 7 時半に日帰り組と JR 道

場駅で合流して、再度、不動岩へ行く

と一番乗り。10 時頃には凄く混み合

いトップロープでは肩身が狭い思い

で、他の会にはごめんなさいの気持ち

で練習をする。その中、Ｍ氏が 25ｍの

壁にチャレンジ（写真下）。 

終了間際には参加者のリクエスト

で懸垂下降をゲレンデの外れた場所

で実施して終了。 

 

［参加者］木村順、高桑、家納、森よ、

網、松本光 ＋（11/1）高橋、南  

以上６＋２名       

 

 

サロン  「往馬大社・行基の墓」 11 月 7 日(土） CL島田 参加 13名 

南生駒駅 10:00 → コミュニティセンター10:10 → 美努岡麿墓 10:20 →往生院 

10:50 → 円福寺 11:20 → 竹林寺 11:50 → 往馬大社 13:50 → 上田酒造 14:20  

→ 壱分駅 15:00 解散 

前日の天気予報では、60％の雨予報でした。所が当日は日頃の心掛けの良い人ば

かりの参加のおかげか、一先ずは雨の心配は無さそう。今日は地元の歴史観光ボ

ランティアの方々の案内で生駒山東麓生駒谷と言われる所にある由緒ある神社、



仏閣を訪ねる事になりました。沢山のお寺、池、堤等を造った奈良時代の僧行基

さんゆかりの円福寺や往生院そして行基の墓所である竹林寺等をめぐりました。

特に往生院内に安置されている行基供養塔は、その遺徳をしたって参詣する人達

によって削り取られた痕跡が残っているとか。そして今一つ生駒山を御神体とし

た往馬大社です。説明によるとその創立は古く最も古い記述では、総国風土記に

よるもので 21 代雄略天皇（457年）の頃とか境内に一本の桜の古木がありまし

た。この枝を切り皇室で天皇の御世変わりのときに行われる大嘗祭の祭祀に使わ

れる用材として献上され勿論平成、令和のその時にも献上されたとの事、人出も

少なくひっそりとしたこの神社がその様な大役を担ってきたのかと驚くばかりで

した。そんな驚きと興奮の後、地元で 400 年の歴史を誇る造り酒屋の上田酒造を

見学し、少しだけ色々な種類のお酒の試飲を楽しみ乍ら今日のサロンを終了しま

した。                        （森下 記） 

 

土曜山行（大原～天ヶ岳～鞍馬） 11 月 14日（土） 

                CL家納、SL松本、南、臨時 網 14名 

出町柳（バス）09:03→ 大原バス停 09:20 → 寂光院 09:30→ シャクナゲ分岐 11:00 

→11:40天ヶ岳 12:10→薬王坂 14:05→鞍馬解散 14:30   （Ｂ班のコースタイム） 

出町柳から大原に向かうバスは、予想はしていたが臨時バスが出るほどに混んでい

た。しかし、大原バス停から山道に入る頃には、人影も無くなり天ヶ岳山頂まで登山者

に出会うことも無く、下山道も数人しか出会わず独占状態で楽しめた。 

登山道は途中、獣除けフェンスや大木が倒れている箇所もあったが、問題なく通過，

綺麗な紅葉の中気持ちよく歩けた。            （家納 記）                                  

 

ターブルド―ト 宇治大吉山～天ケ瀬森林公園槙尾山 11 月 15 日(日) 

     ＣＬ阪上 ＳＬ岸本 参加 21名 

京阪宇治駅 9:40－宇治上神社―大吉山―10:30興聖寺 10:40－白虹橋― 

―志津川―天ケ瀬森林公園 12:10－槙尾山 13:30－公園入口－天ケ瀬吊橋 14:50 

－宇治解散 15:30                       

３班に班分けＳさんＵさんに協力をお願いし、ソウシャルディスタンスを取り 

天気は晴れ、宇治の歴史を感じ宇治上神社、興聖寺、をゆっくり歩き森林公園で

は木々は色づき、イチョウ・ケヤキ・モミジの紅葉、自然を満喫、槙尾山からの

展望では宇治平野を眺め早くコロナの終息願う。 

  協力頂いたＳさんＵさん有難うございました。      

（岸本 記） 



有志山行 大峰大普賢岳 10月 17～18日 CL 乾 SL願野 稲田理 参加 8名 

10／17（土）白川渡しキャンプ場 

10／18（日）和佐又登山口駐車場 6:50→和佐又のコル 7:25→笙の窟 

8:10→石の鼻 8:45→大普賢岳 10:00→国見岳 11:00→七曜岳 12:30→ 

無双洞 15:00→底無し井戸 16:00→和佐又登山口 17:00 

修験道の山で気合いの入るとてもバリエーション豊かなコースでした。 

山行中には水の大切さ、紅葉のしくみや木々、お花の名前も教わり、ゆっくりと

秋を感じながら大好きな岩場・鎖・渡渉と鍛えられた山行でした。 

                    （南 記） 

 

午後 3時近鉄下市口に集合 一路、白川渡しオートキャンプ場に車で移動 雨の 

中のテント泊は内心憂鬱であったが地元の方から雨、風がしのげてガスこそ出ない 

が水道、電気が通っており古民家を借り入れられたのは良かった。 

古民家に 4時過ぎに着くやいなや、すき焼きの準備にかかりなんやかんや、たわい 

もない会話でもりあがった。8時には就寝熟睡できたのはよかった雨の降るテント 

泊では熟睡はできなかったであろう。 

翌朝 5 時に起床 和佐又登山口より登り始め和佐又のコム～石の鼻～大普賢～

国見岳七曜岳～無双洞～底なし井戸～和佐又登山口と登ったり下ったり岩場有り

のと変化に飛んだコースはしんどくはあったが、紅葉を鑑賞しながら周回はすばら

しかった。前日の雨で足場が滑り予想タイムを大幅に周り 10 時間程かかったので

下山後温泉に入れなかったのは多少残念であった。    （松山 記） 

 

有志山行 石鎚山(土小屋コース) 10月 24～25 日  

CL稲田(理) SL松本 会計:稲田(京) 参加 4名 

10/24 森ノ宮 7:00出発⇒ 国民宿舎石鎚 17:30 着 

10/25 国民宿舎石鎚 7:10 ⇒ 二の鎖元小屋 8:56  ⇒ 石鎚山山頂 9:40⇒ 

天狗岳 10:15 ⇒ 山頂白石小屋 10:45 ⇒ トイレ休憩所 11:07 ⇒  

国民宿舎石鎚 12:45 到着 

一日目は道後温泉に立ち寄り、お天気も良くその夜、星も奇麗でした。 

登山当日も秋晴れに恵まれ、少し遅かったようですが、紅葉もとっても奇麗でした。 

紅葉の時期もあり、下山の際にはすれ違う人が多くお子さん連れの方々も多くおら

れました。とにかく晴天に恵まれ寒くもなく、気持ち良かったです。改めて山はお

天気に恵まれる事が一番ですね。最後に運転お疲れ様でした。ご一緒してくれた皆

様に感謝致します。                  (関 記) 



有志山行  長峰山  10 月 25日  CL児玉 SL平田 参加 7名 

阪急六甲駅(8:20 発)→摩耶砂防ダム(9:32)→杣谷峠(11:00着) 

昼食+読図勉強会(11:40発)→長峰山(12:21 着)天狗塚にて休憩(12:41発) 

→篠原登山口(14:00)→阪急六甲駅(14:40) 

杣谷川沿いの登山者も少ない静かな徳川道を何度か川を渡り、紅葉には早い景色

を楽しみながらゆっくりと登りました。 

杣谷峠からはけっこう急登で、尾根道をアップダウンしながら長峰山山頂を目指し

ました。心地よい秋風を感じながら天狗塚と呼ばれる山頂の巨岩に皆で腰を下ろし、

大阪湾から明石海峡を眺め、しばらくの間談笑しました。 

台風の影響で土砂崩れがあり注意を要する山道もありましたが、楽しいコースでし

た。又、昼食後の児玉さん、北さん指導による読図勉強会（10/11 教育部山行読図

の復習会）は有意義なものでした。 

                           （井上 記） 

 

 


